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北海道南部の津軽海峡沿岸から採集された北海道初記録の 3種の魚類

古庄　　誠1)・今村　　央2),3)

(2023年 7月 20日受付，2024年 5月 21日受理)

First Records of Three Fish Species Collected from the Coast of Tsugaru Strait, Southern Hokkaido, Japan

Makoto Furusho1) and Hisashi Imamura2),3)

Abstract

　　Three fish specimens were collected from the coast of Tsugaru Strait, southern Hokkaido, Japan in 2019 and 2020, and iden-
tified as the platycephalid Cociella crocodila (Cuvier, 1829), the sciaenid Pennahia argentata (Houttuyn, 1782) and the acan-
thurid Naso annulatus (Quoy and Gaimard, 1825), respectively.　These specimens represent the first records from Hokkaido and 
the northernmost records of the species. It is suggested in this study that they were transported by the Tsugaru Warm Current, a 
branch of the Tsushima Warm Current flowing through the Sea of Japan.

Key words : northernmost record, distribution, Tsugaru Warm Current, Sea of Japan

緒　　　　　言

　津軽海峡は北海道と本州の間に位置し，日本海と太平
洋を結ぶ海峡である。津軽海峡は年間を通じて対馬暖流
の分流である津軽暖流が日本海から流れ込む海域である 
(杉本・川崎，1984 ; 小泉，2006 ; Kai, 2022など)。2019年
と 2020年において，北海道の津軽海峡沿岸からコチ科
Platycephalidaeのイネゴチ Cociella crocodila (Cuvier, 1829)，
ニベ科 Sciaenidaeのシログチ Pennahia argentata (Houttuyn, 
1782)，およびニザダイ科 Acanthuridaeのヒメテングハギ
Naso annulatus (Quoy and Gaimard, 1825) がそれぞれ 1個体
採集された。これまでに北海道から記録された海産魚類
は 820種程度に上るが (Kai et al., 2018, 2019, 2020 ; 木村ら，
2018 ; 尼岡ら，2020 ; Murasaki et al., 2021 ; 井黒・今村，
2023 ; 根来・宗原，2024など)，今回北海道の津軽海峡沿
岸から採集された上記の 3種はこれまでに北海道から記
録されたことがなかった。そこで本研究では，各種の標
本について形態を詳細に記載するとともに北海道初記録
および北限記録として報告する。
　計数・計測方法は原則として Hubbs and Lagler (1958) に
従った。イネゴチの頭部棘の名称は尼岡 (1984) を参考に
Knapp (1986) の用語を和訳し，preorbitalを眼前棘， postocu-
larを眼後棘，lacrimalを眼窩前棘，および suborbitalを眼
下骨棘とした。計測はデジタルノギスとノギスを用いて0.1 

mm単位で行った。標準体長は SLと略記した。本研究で
用いた標本は北海道大学総合博物館魚類標本コレクショ
ン (HUMZ) として保管されている。

イネゴチ
Cociella crocodila (Cuvier, 1829)

(Fig. 1)

記載標本

　HUMZ 231518，1個体，312.7 mm SL，北海道知内町，
定置網，有限会社紺地鮮魚より購入，2020年 10月 27日。

記載

　計数値 : 背鰭鰭条数 I-VII-11 ; 臀鰭鰭条数 11 ; 胸鰭鰭
条数 19 ; 腹鰭鰭条数 I, 5 ; 鰓耙数 1 + 5 = 6。
　計測値 (% SL) : 体高 12.4 ; 頭長 32.4 ; 吻長 9.8 ; 上顎長 
11.4 ; 両眼間隔 2.9 ; 眼径 6.4 ; 尾柄高 4.2 ; 尾柄長 10.0 ;
第 1背鰭前長 34.0 ; 臀鰭前長 58.7 ; 第 1背鰭基底長 19.2 ;
第 2背鰭基底長 30.4 ; 臀鰭基底長 30.7 ; 胸鰭長 12.8 ; 腹鰭
長 22.6。
　頭部と体はよく縦扁する (Fig. 1)。体高は背鰭起部にお
いて最大となる。口は端位で，下顎が上顎より前方に突
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出する。上顎の後端は眼の前縁に達する。両顎歯は顆粒
状で密に分布する。鋤骨に 1対の歯板がある。両鼻孔は
管状で小さく，吻の背面に位置し，前鼻孔の後部に細長
い皮弁がある。吻は眼径より長い。眼は中庸大で楕円形
を呈する。上部の虹彩皮膜は単一型。眼上皮弁はない。
両眼間隔はやや狭くてくぼむ。鰓蓋は大きく，後縁が円
みを帯びる。眼前棘と眼後棘はそれぞれ 1本で，よく発
達する。眼上部の後部に 5本の小棘が縦列する。眼下骨
隆起線には眼窩前棘が 1本および眼の下方に眼下骨棘が 2
本あり，その後方には棘がない。前鰓蓋骨下部に 2本の
棘があり，上側の棘は主鰓蓋骨の後縁に達さない。主鰓
蓋骨に 2本の棘がある。頬部は眼下骨と前鰓蓋骨から伸
びる皮膚性の感覚管で被われない。間鰓蓋骨皮弁がない。
側線は鰓孔上端から始まり，体の前半部では上方にわず
かに湾曲し，後半部では直線となり尾鰭基底部に達する。
前から 3枚目までの側線鱗の中央部にそれぞれ 1本の小
棘がある。側線鱗の後部の下縁に 1個の感覚孔がある。
頬部，鰓蓋部および体の背面は小さい櫛鱗で，体の腹面
は小さい円鱗で被われる。第 1背鰭は三角形で，鰓蓋後
縁より後方から始まる。第 2背鰭は第 1背鰭よりやや後
方から始まり，第 2背鰭基底長は第 1背鰭基底長の約 1.6
倍。臀鰭は第 2背鰭起部の直下よりわずかに後方から始
まり，第 2軟条が最長で，基底最後部は背鰭第 17軟条基
部の直下に位置する。胸鰭は大きく，後縁が円みを帯びる。
腹鰭は三角形で，第 1背鰭起部の直下から始まる。尾鰭
は後縁が円みを帯びる。

色彩

　カラー写真 (Fig. 1) に基づく生鮮時の色彩は，頭部と体

は背側が褐色で，腹側が白色。体の背側に 4本の不明瞭
な暗褐色横帯がある。頭部と眼の上部の表面を含む体の
背側に多数の小黒褐色斑が散在し，その密度は後方に向
かうにつれて粗になる。第 1背鰭は前半部の基部付近が
半透明で，その他の部位が褐色。第1背鰭の全体に大小様々
な暗褐色斑が散在する。第 2背鰭は淡黄色で，全体に大
小様々な暗褐色斑が散在する。臀鰭は鰭条が淡黄色で，
鰭膜が白色。臀鰭の第 3軟条以降の鰭膜に大きな暗褐色
斑がある。胸鰭は褐色で，多数の褐色斑が散在する。腹
鰭は暗褐色。尾鰭は淡褐色で，全体に 5本の縞状斑があり，
上部に不定形の黒褐色斑が散在する。10%ホルマリン固
定後の 50%イソプロピルアルコール保存下では，生鮮時
とほぼ同色の色彩を呈する。

分布

　日本国内では北海道知内町，青森県牛滝および陸奥湾，
青森県から薩摩半島の日本海・東シナ海沿岸，青森県か
ら日向灘の太平洋沿岸，瀬戸内海，および東シナ海大陸
棚域。国外では渤海秦皇島，黄海，釜山，台湾，浙江省
から広西省，および海南島 (酒井，1986 ; Knapp, 1996 ; 今
村・石戸，1997 ; 座間，2001 ; 塩垣ら，2004 ; 北川ら，
2008 ; 中坊・甲斐，2013 ; 甲斐，2018 ; 本研究)。

備考

　本標本は，両顎歯が顆粒状，上部の虹彩皮膜が単一型，
眼上皮弁がない，眼前棘が 1本，眼の下方の眼下骨隆起
線に眼下骨棘が 2本ある，頬部が皮膚性の感覚管で被わ
れない，側線鱗の後部の下縁に 1個の感覚孔があるなど
の特徴からコチ科のイネゴチ属 Cociella Whitley, 1940に分

Fig. 1. Dorsal (upper) and lateral (lower) views of fresh specimen of Cociella crocodila, HUMZ 231518, 312.7 mm SL, collected 
from Shiriuchi, Hokkaido, Japan.
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類される (Imamura, 1996 ; Knapp, 1996)。本属には 6有効種
が知られる (Imamura and Aungtonya, 2020)。本標本の背鰭
軟条数が 11，臀鰭軟条数が 11，鰓耙数が 6，眼の後方の
眼下骨隆起線に棘がない，前鰓蓋骨の上側の棘は主鰓蓋
骨の後縁に達さない，間鰓蓋骨皮弁がないなどの特徴は，
Knapp (1996) や Imamura and Aungtonya (2020) が示したイネ
ゴチCociella crocodilaの記載とよく一致する。したがって，
本研究では本標本をイネゴチと同定した。
　本種はこれまでに青森県以南の日本各地から記録され
ているが (塩垣ら，2004 ; 中坊・甲斐，2013 ; 甲斐，2018
など)，北海道からの記録はなかった。したがって，本標
本はイネゴチの北海道初記録および北限記録となる。

シログチ
Pennahia argentata (Houttuyn, 1782)

(Fig. 2)

記載標本

　HUMZ 232618，1個体，228.1 mm SL，北海道北斗市当別，
有限会社紺地鮮魚より購入，2020年 6月 18日。

記載

　計数値 : 背鰭鰭条数 XI, 27 ; 臀鰭鰭条数 II, 8 ; 胸鰭鰭条
数 17 ; 腹鰭鰭条数 I, 5 ; 鰓耙数 5 + 9 = 14 ; 側線有孔鱗数 
48。
　計測値 (% SL) : 体高 33.4 ; 頭長 32.5 ; 吻長 10.1 ; 上顎
長 14.5 ; 両眼間隔 9.0 ; 眼径 5.7 ; 尾柄高 9.5 ; 尾柄長 
23.5 ; 背鰭前長 35.4 ; 臀鰭前長 69.8 ; 背鰭基底長 59.5 ; 臀
鰭基底長 10.2 ; 胸鰭長 27.0 ; 腹鰭長 20.5。
　頭部と体は側扁し，長楕円形を呈する (Fig. 2)。体高は

背鰭第 6棘条部において最大となる。頭部は中庸大で，
吻端はやや丸みを帯びる。口は端位で，上顎が下顎より
わずかに前方に突出する。下顎はひげをもたない。下顎
の腹面に 3対の感覚孔が開孔し，最前の 1対は下顎の先
端に位置する。上顎歯は 1列に，下顎歯は 2列に並び，
ともに先端が尖った犬歯状を呈する。鋤骨歯および口蓋
骨歯はない。両鼻孔は孔状で互いにやや離れ，吻の後上
部に位置する。前鼻孔は円形で小さく，後鼻孔は楕円形
で前鼻孔よりやや大きい。眼は中庸大で楕円形を呈し，
後鼻孔の直後に位置する。鰓蓋は大きく，後端がわずか
に尖る。側線は鰓孔上端から始まり，体の前半部では上
方に湾曲し，後半部では直線となり尾鰭基底部に達する。
頭部と体は櫛鱗で被われる。背鰭は鰓孔後端の上方から
始まり，棘条部 (前から約 1/3) と軟条部 (残りの約 2/3) に
分かれる。棘条部は第 4棘が最長。軟条部は棘条部より
低く，体背縁の輪郭とほぼ平行。臀鰭は小さく，背鰭第
11軟条基部の直下から始まり，第 2軟条が最長で，基底
最後部は背鰭第 17軟条基部の直下に位置する。胸鰭は大
きく，その後端は背鰭棘条部後端下をわずかに越える。
腹鰭は胸位で，胸鰭基底最下部の直下から始まり，第 1
軟条が最長で，その先端はわずかに伸長する。尾鰭は基
部の幅が広く，後縁が欠損。

色彩

　カラー写真 (Fig. 2) に基づく生鮮時の色彩は，頭部と体
は銀白色で，腹側は背側より淡い。虹彩は銀白色。鰓蓋
上部に眼径より大きな 1個の黒色斑がある。背鰭は淡褐
色で，軟条部に 1本の白色縦帯があるが，棘条部には模
様がない。臀鰭と腹鰭は淡黄色。胸鰭と尾鰭は淡褐色。
10%ホルマリン固定後の 50%イソプロピルアルコール保
存下では，銀白色の部位がやや褪色するが，その他の部

Fig. 2. Lateral view of fresh specimen of Pennahia argentata, HUMZ 232618, 228.1 mm SL, collected from Tobetsu, Hokuto,  
Hokkaido, Japan.
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位は生鮮時とほぼ同色の色彩を呈する。

分布

　日本国内では，北海道北斗市当別，青森県牛滝，青森
県から九州南岸の日本海・東シナ海沿岸，有明海，青森
県から九州南岸の太平洋沿岸，瀬戸内海，および東シナ海。
国外では，渤海，黄海，朝鮮半島西岸・南岸，済州島，
中国東シナ海・南シナ海中部以北沿岸，および台湾 (塩垣
ら，2004 ; 山田・柳下，2013 ; 池田・中坊，2015 ; 後藤，
2016 ; 中坊，2018 ; 本研究)。

備考

　本標本は，両眼間隔が 9.0% SL，口が端位，下顎にひげ
がない，下顎の腹面の感覚孔が 3対で，最前の 1対が下
顎の先端に位置するなどの特徴からニベ科のシログチ属
Pennahia Fowler, 1926に分類される (Trewavas, 1977 ; 山田・
柳下，2013)。本属には 5有効種が知られる (Trewavas, 
1977 ; Sasaki, 1996)。本標本の背鰭軟条数が 27，第 1鰓弓
下枝の鰓耙数が 9，下顎の腹面に 3対の感覚孔が開孔する，
鰓蓋上部に 1個の黒色斑がある，背鰭棘条部に模様がな
いなどの特徴は，Trewavas (1977) が示したシログチ Pen-
nahia argentataの記載とよく一致する。したがって，本研
究では本標本をシログチと同定した。
　本種はこれまでに青森県以南の日本各地から記録され
ているが (山田・柳下，2013 ; 中坊，2018など)，北海道
からの記録はなかった。また，これまでに北海道の魚類
相を扱った上野 (1971)，Amaoka et al. (1989)，前田・筒井 
(2003)，尼岡ら (2020) などにおいても本種を含むニベ科魚
類は報告されていない。したがって，本標本はシログチ
およびニベ科魚類の北海道初記録および北限記録となる。

ヒメテングハギ
Naso annulatus (Quoy and Gaimard, 1825)

(Fig. 3)

記載標本

　HUMZ 230989，1個体，506.7 mm SL，北海道函館市戸
井町，有限会社紺地鮮魚より購入，2019年 11月 9日。

記載

　計数値 : 背鰭鰭条数 VI, 28 ; 臀鰭鰭条数 II, 28 ; 胸鰭鰭
条数 17 ; 腹鰭鰭条数 I, 3。
　計測値 (% SL) : 体高 32.7 ; 頭長 24.2 ; 吻長 16.7 ; 上顎
長 5.6 ; 両眼間隔 9.3 ; 眼径 4.6 ; 尾柄高 4.0 ; 尾柄長 14.9 ;
背鰭前長 26.6 ; 臀鰭前長 37.4 ; 背鰭基底長 65.4 ; 臀鰭基
底長 54.8 ; 胸鰭長 15.0 ; 腹鰭長 9.9。
　頭部と体はよく側扁し，細長い (Fig. 3)。体高は臀鰭第
2-3軟条付近で最大となる。前頭部に細長く伸長する 1本
の角状突起があり，その先端は吻端をはるかに越える。
口は端位で，やや突出する。両顎歯は 1列で，先端が尖っ
た犬歯状を呈する。鋤骨歯および口蓋骨歯はない。両鼻
孔は孔状で互いに近接し，角状突起の後方に位置する。
前鼻孔の後部に細長い皮弁がある。前鼻孔は後鼻孔より
やや大きい。鼻孔の下方に前下方に向かう明瞭な 1本の
溝がある。眼は中庸大で円形を呈し，後鼻孔の後方に位
置する。鰓孔は裂孔状で大きく湾曲し，その上端は眼の
後方に，下端は口の後下方に位置する。喉部の腹縁は強
く角張る。尾柄は円筒形で，後部の背側と腹側のそれぞ
れに 1個の強い欠刻がある。尾柄の側面に 2個の不可動
な骨質板がある。骨質板の形は，前方の 1対が三角形で，
後方の 1対が台形を呈する。側線は眼の後方および鰓孔
の上方から始まり，尾柄部の前側の骨質板の前方で終わ
る。頭部と体は両唇を除き全体が微細な鱗で被われ，そ
れぞれの鱗は表面に多数の櫛状小突起がある。背鰭は鰓
孔上端の上方から始まり，上縁は体背縁の輪郭とほぼ平

Fig. 3. Lateral view of fresh specimen of Naso annulatus, HUMZ 230989, 506.7 mm SL, collected from Toi, Hakodate, Hokkaido, 
Japan.
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行で，棘条部は軟条部よりわずかに高い。臀鰭は背鰭第 5
棘基部の直下から始まり，下縁は体腹縁の輪郭とほぼ平
行。背鰭と臀鰭の基底最後部は互いに相対する。胸鰭は
後縁がわずかに円みを帯び，第 3軟条が最長。腹鰭は胸
位で，胸鰭基底最下部の直下から始まり，第 1軟条が最長。
尾鰭は上葉と下葉の先端が伸長し，後縁がやや湾入する。

色彩

　カラー写真 (Fig. 3) に基づく生鮮時の色彩は，頭部と体
は灰褐色で，腹側は背側より淡い。上唇と下唇は白色。
虹彩は黒色。尾柄部の 2対の骨質板は灰白色。背鰭，臀
鰭および腹鰭は暗褐色。胸鰭は基部が暗褐色で，中央部
が青灰色で，外側に向かうにつれて暗灰色になり，縁辺
が白みがかった半透明。尾鰭は上葉と下葉の先端および
中央部の鰭膜が白色で，その他の部位は暗褐色。10%ホ
ルマリン固定後の 50%イソプロピルアルコール保存下で
は，生鮮時とほぼ同色の色彩を呈する。

分布

　日本国内では北海道函館市戸井町，山口県日本海沿岸，
長崎県福江島，鹿児島県薩摩半島沿岸および大隅諸島，
神奈川県三浦半島沿岸および小田原市早川，静岡県伊豆
半島，東京都八丈島，豆南諸島および小笠原諸島，和歌
山県串本町，四国，宮崎県，宮古諸島を含む琉球列島，
および沖縄県南大東島。国外では紅海，アフリカ東岸か
らハワイ諸島とフレンチポリネシア，オーストラリアか
ら日本にかけてのインド̶太平洋，および東太平洋のク
リッパートン島，ココ島およびガラパゴス諸島 (河野ら，
2011 ; 島田，2013 ; 冨森ら，2020 ; 小枝，2022 ; 本研究)。

備考

　本標本は，背鰭棘条数が 6，臀鰭棘条数が 2，腹鰭軟条
数が 3，尾柄部の骨質板が 2個などの特徴からニザダイ科
のテングハギ属 Naso Lacepède, 1801に分類される (Randall, 
2001)。本属には 20有効種が知られる (Kuiter and Debelius, 
2001 ; Ho et al., 2011 ; Nelson et al., 2016)。本標本の背鰭軟
条数が 28，臀鰭軟条数が 28，胸鰭軟条数が 17，前頭部に
1本の角状突起がある，頭部と体側に斑紋がない，尾鰭後
縁が白く縁取られるなどの特徴は Randall (2001) や島田 
(2013) が示したヒメテングハギ Naso annulatusの記載とよ
く一致する。したがって，本研究では本標本をヒメテン
グハギと同定した。
　本種は日本国内では南日本を中心に分布し，これまで
の北限は日本海側では山口県で (河野ら，2011 ; 冨森ら , 
2020)，太平洋側では三浦半島であった (島田，2013 ; 冨森
ら，2020)。したがって，本標本はヒメテングハギの北海
道初記録および北限記録となる。

考　　　　　察

　北海道は周囲を太平洋，日本海およびオホーツク海に
囲まれ，多種多様な海産魚類が知られる。尼岡ら (2020) 
はこれまでに北海道から記録された魚類を整理し，北海
道の海産魚類として 789種を認めた。近年，この他にも
多くの初記録種および新種の報告があり (Kai et al., 2018, 
2019, 2020 ; 木村ら，2018 ; Kai and Matsuzaki, 2019 ; Matsu-
zaki et al., 2020 ; 東・宗原，2021 ; Murasaki et al., 2021 ; 濵
田ら，2022 ; 井黒・今村，2023 ; 小幡・河合，2023 ; Mori 
et al., 2024 ; 根来・宗原，2024など)，これらに本研究で報
告したイネゴチ，シログチおよびヒメテングハギの 3種
を加えると北海道の海産魚類はおよそ 824種に上る。
　本研究で報告した 3種の標本はいずれも北海道南部の
津軽海峡沿岸で採集された。それぞれの標本が採集され
た時期は，イネゴチが 2020年 10月下旬，シログチが
2020年 6月中旬およびヒメテングハギが 2019年 11月上
旬である。津軽海峡を流れる津軽暖流とその起源である
対馬暖流は例年 9月頃を中心に強まり (杉本・川崎，
1984)，これらの暖流に乗って暖海性の魚類が日本海から
北海道に来遊することが知られる (尼岡ら，2020)。したがっ
て，本研究で報告した 3種の標本も対馬暖流および津軽
暖流によって日本海から輸送されてきた可能性が示唆さ
れる。
　本研究で報告したヒメテングハギは熱帯から亜熱帯域
にかけての岩礁およびサンゴ礁域に生息し，日本海から
は山口県からの記録が知られるのみである (河野ら，
2011)。冨森ら (2020) は，長崎県五島市福江島からヒメテ
ングハギを，および山口県萩市大島からオニテングハギ
Naso brachycentron Valenciennes, 1835とナガテングハギモド
キ Naso lopezi Herre, 1927を報告し，これら 3種の暖海性の
ニザダイ科魚類が対馬暖流によって南方から偶発的に来
遊し漁獲されたと推察した。今回津軽海峡で採集された
ヒメテングハギも同様に対馬暖流によって南方から日本
海に侵入し，さらに同海流に乗って日本海を北上して北
海道に来遊したと推察される。
　本研究で報告したイネゴチとシログチはこれまでにも
青森県の津軽海峡沿岸からの報告があり (塩垣ら，2004)，
両種の分布範囲の拡大はわずかである。一方，ヒメテン
グハギの日本海における従来の分布の北限は山口県日本
海沿岸であり (河野ら，2011)，前 2種と比べて広範囲に分
布が拡大したこととなる。
　対馬暖流の一部は北海道の日本海沿岸を北上して宗谷
海峡に到達し，さらにその一部は宗谷海峡を抜けて北海
道のオホーツク海沿岸を南下することから (小泉，
2006 ; Kai, 2022)，今回津軽海峡で得られた 3種の魚類は
今後北海道の日本海沿岸およびオホーツク海沿岸でも採
集される可能性がある。また，暖海性の魚類が対馬暖流
によって南方から輸送され，津軽海峡を含む北海道沿岸
に来遊したとされる事例は，本研究のみならず過去にも
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様々な魚種で報告されており (永野ら，2010 ; 佐々木ら，
2014 ; 岸本ら，2018 ; 東・宗原，2021 ; 濵田ら，2022 ; 井
黒・今村，2023 ; 小幡・河合，2023など)，本研究を含む
これらの事例から，現時点では北海道からの記録がない
暖海性魚類が，今後も津軽海峡を含む北海道沿岸で採集
される可能性が示唆される。
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